
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気火災対策には感震ブレーカーが効果的です‼ 

感震ブレーカーの種類には分電盤タイプやコンセントタイプなどがあり、設置工事が必要になる

ものもあります。生活の実情に合わせて選ぶようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分電盤に感震遮断機能が内蔵されていま

す。地震が発生し、大きな揺れを感知する

と、ブザー音がなります。夜間の避難など

を考慮し、すぐには電気を遮断しない機能

を持つ機種もありますが、その場合には感

知して一定時間後、ブレーカーが落ち、電

源を遮断します。設置には電気工事が必要

です。 

既設の分電盤に後から設置できる後付型

です。設置には電気工事が必要となりま

す。また、分電盤の形状や種類によって、

取付けが可能なものと不可能なものがある

ので確認が必要です。 

分電盤タイプ【内蔵型】 

 

分電盤タイプ【後付型】 

 

大規模地震時における電気火災対策 

地震による火災の過半数は電気が原因です！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内蔵されたセンサーが地震を感知するとコンセントからの電気を遮断します。電気が遮

断されるのはこのコンセントに接続された家電のみですので、特に出火の危険性の高い電

熱器具が接続されているコンセントを中心に設置すると効果的です。避難用の照明や在宅

用医療器具等、地震時においても電力供給が必要な機器への電力供給を継続することがで

きます。コンセントタイプには差込型の他に埋込型もあります。 

地震の振動で主幹ブレーカーを OFF に切り替えます。バネで動作するものや、おもりで

動作するもの等があります。バネで動作するものは地震を感知すると、中のバネの力でバ

ンドが作動し、物理的に主幹ブレーカーを OFF にします。おもりで動作するものは、地震

の振動でおもりが落ち、つながったひもで主幹ブレーカーを OFF にします。 

コンセントタイプ 

 

簡易タイプ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今、備えよう。大規模地震時における電気火災対策 動画、リーフレット 

（リンク先：総務省消防庁ホームページ） 

https://www.fdma.go.jp/publication/movie/juutaku_bouka/post-8.html

